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4 大 型パンカーサイロのギ酸添加サイレージの品質改善

1 背 景と特徴

山地におけるグラスサイレージの品質改善は、採草圃場の傾斜、分散、突発的な機械の故障な

どにより作業能率が低下し、それに加え気象条件が劣悪なために、詰込日数が長引くなど品質を

安定的に保つことが難かしい。とりわけ大型パンカーサイPを利用した大量調製の場合の最煩改

善は、いろいろと困灘が ともなうが、ギ酸を添加することによつて、従来のサイレ
ージよりも高

品質のものが安定して得られることが明らかになつた。

2 撤 術内容

(1)ギ 酸添加の条件

① 適 期刈 (出持初め～開花前 )ができず、遅刈または早刈のとき。

② 多 雨多湿の気 条々件で雨宅付考の材料導 入の場合

0 糖 含量の少い 2～3番革を詰込むとき。

④ 材 料牧草の予乾やサイロの早期密封が困難な場合。

(2)添加方法はギ酸添加装置をハーペスタに装着し、刈取ながら自動的に均―に添加する。

0添 加濃度はいね科草主体の混播牧草で重量比で Q4%、 若刈やまめ科牧草はQ5～ 1.0%。

(4)添加サイレージは明らかに品質がよく、大型パンカーサイロでの良質部あ占める割合が 60

～90%と 高い。

(5)略好性がすぐれ 7～20%増 の喰い込みが見込まれた。

(6)密封前の話込材料草の品質保持に役立つ。

(7)サ イレージltに 要するギ酸の経費は、およそ 1.000円 (昭 50)で ある。

3 普 及上の留意点   f              i     i

(1)ギ酸は強酸なため取扱いに注意する。ギ骸タンタの変換や取扱いにはゴム手袋、保護メガネ、

ゴム長引けを着用するぅ軍手は最も危険である。

の 基:準濃度にするには適切なノズルの選択と車曇、メ蜘速度に応じた牧車抵抗板の上げ、下げ

て調姉する。

年Ⅲヽ 恭力H効果を期待するには必ず排汁を計る。
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4 試 験成績の概要

(1)試験課題名  高 冷地における大量調製グラスサイレージの品質改善。

修)試 験年次及び場所  昭 和 48～ 50年  岩 手畜試 ・外出分場

(3)試 験方法                                 、

① 供 試サイロ :大型パンカーサイロ、 180X65Xl.8初 、159t容 ×2基

② 詰 込材料草 :ォーチャー ドグラス主体の混播牧草。

昭 48～ 49年 ・・・・やや刈遅れの 1番草。

・   昭 50・ "。雨露付き 1番草 (約 30%)+3番 革。

③ ギ 酸添加濃度 :Q4%目 標

④ ギ 磁添加の保産効果 :5t用 箱型サイロ2基供用

⑤ 飼 養効果 '育成牛
｀
7o頭 供試 (1顕 当り濃度飼料 3脅 、乾草 2央▼捨子、サイレージ筆食 )

(4)試 験結果           /

大型パンカーサイロを用い実規模でのギ酸添加サイレ=ジを作り、無添加サイレージと3

カ年間比較した結果、安定 して良質サイレージを調製でき品質敬善にギ酸添加が効果あるこ

とを明らかにした。

(5)主 要成果の具体的データ

① 品 質の比較   (フ リーク法 )

処 理 者草 P ■ 乳酸 (%) 酢酸 (%) 聡酸 ( % ) 総酸 (%) 評価

添  加
1 4.12 ■04 218 Q 07 &29 中

3 4.15 ｌ
Ｌ Q 89 Q 07 247 可

無添加
1 471 Q 66 200 Q 5 1 &17 劣

497 Q75 ■01 ■ 17 293 分

② PH官 能法による品質比較   (須 藤氏法)

処  理 番革 P肛 (30) 果(lc 味  (10)色 (10) 角虫 (10) 評 価

添  加
1 8 8 90 (鍾 )

8 88 ( ″  )

無添加
7 7 8 8 56 (百r)

3 7 6 29 (グ,)
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③ 詰 込材料草の温度とPHの 推移 (開封状態 )
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